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今
年
度
の
第
19
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
は
、

創
立
100
周
年
を
迎
え
た
白
甕
社
展
を
皮

切
り
に
、
８
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
ま

で
の
約
３
ケ
月
間
に
渡
り
開
催
さ
れ
、

期
間
中
47
団
体
に
よ
る
40
の
公
演
や
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
へ
の
来

場
者
数
も
約
１
９
、０
０
０
名
に
上
り
、

多
く
の
皆
様
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機

会
と
な
っ
た
芸
術
祭
は
、
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
と
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
に
は
閉
幕
の
つ
ど
い
を
開

催
、
芸
術
祭
賞
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

大
賞
に 

白
甕
社  

準
大
賞
は 

鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団

第
⓳
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
賞
決
定

《
評
》 

鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団

第
73
回
定
期
演
奏
会

　
満
席
と
な
っ
た
会
場
、
団

員
は
高
校
生
か
ら
70
代
と
幅

広
く
、
数
々
の
大
会
受
賞
に

輝
く
そ
の
実
力
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
た
美
し
い
歌
声
の
ハ

ー
モ
ニ
ー
に
観
客
は
陶
酔
し

て
い
た
。
ど
れ
も
歌
い
込
ん

だ
曲
と
あ
っ
て
、
完
成
度
の

高
さ
を
感
じ
さ
せ
、特
に「
歌

の
花
束
」
は
胸
を
打
た
れ
る

歌
声
で
あ
っ
た
。
長
い
歴
史

の
あ
る
合
唱
団
で
あ
る
が
、

切
磋
琢
磨
し
、
指
導
者
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
見
て
と
れ
る

公
演
で
あ
っ
た
。
よ
り
深
く

合
唱
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
す

る
演
奏
を
称
賛
し
た
い
。

《
評
》

創
立
100
周
年
記
念
・

令
和
６
年
度
白
甕
社
美
術
展（
公
募
）

　

レ
ベ
ル
、
規
模
共
に
鶴
岡
が
誇
る
美
術

展
。
創
立
100
周
年
を
記
念
し
、
創
設
期
か

ら
の
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
の
名
作
が
多
数

展
示
さ
れ
、
一
般
や
会
員
の
意
欲
的
な
作

品
と
並
べ
る
こ
と
で
、
先
達
の
息
吹
が
現

在
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
た
。

ま
た
、
世
界
的
に
活
躍
す
る
絵
本
作
家
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制
作
し
た
子
ど
も

た
ち
の
作
品
が
会
場
入
口
と
展
示
室
に
飾

ら
れ
、
白
甕
社
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を

混
在
さ
せ
た
素
晴
ら
し
い
記

念
展
で
あ
っ
た
。

　

第
19
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
は
、
開
幕
式
典
か
ら
閉
幕

の
つ
ど
い
ま
で
、
皆
様
の
協
力
に
よ
り
滞
り
な
く
進

行
し
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
関
係
者
各
位
に

は
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　

今
年
の
芸
術
祭
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
限
も
ほ
ぼ

無
く
な
り
高
レ
ベ
ル
の
公
演
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
分
野
で
次
世
代
育
成
に
も
配
慮
し
た

発
表
も
行
わ
れ
、
喜
び
を
倍
増
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
賞
の
「
白
甕
社
」
は
、
庄
内
画
壇
の
礎
を
築
い

た
先
人
と
現
在
の
会
員
、
子
ど
も
た
ち
と
の
過
去
現

在
未
来
を
混
在
さ
せ
た
素
晴
ら
し
い
記
念
展
で
し
た
。

準
大
賞
の
「
鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
」
は
数
々
の

大
会
で
の
受
賞
に
輝
い
た
、
そ
の
実
力
通
り
の
歌
声

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
観
客
を
陶
酔
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

優
秀
賞
の「
出
羽
庄
内
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
若
手
塾
」

「
庄
内
水
彩
画
会
」「
鶴
岡
吹
奏
楽
団
」
の
皆
様
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
披
露
し
て
頂
き
、

芸
術
祭
を
盛
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
般
、
当
会
の
相
談
役
で
前
会
長
の
東
山
昭
子
氏

が
、
永
年
の
地
域
文
化
活
動
の
功
労
に
よ
り
、
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。又
、当
会
が
指
定

管
理
を
行
っ
て
い
る
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
が
、
地
域
に

お
け
る
創
造
的
で
文
化
的
な
表
現
活
動
の
環
境
づ
く

り
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
公
共
施
設
と
し
て
、
山
形

県
内
で
は
初
と
な
る
地
域
創
造
大
賞
を
総
務
大
臣
よ

り
受
賞
致
し
ま
し
た
。こ
の
二
つ
の
大
臣
賞
は
、ま
さ

に
こ
の
地
域
の
芸
術
文
化
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
、
皆
様
と
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
は
人
の
心
を
豊
か
に
し
健
康
づ
く

り
と
し
て
も
大
変
有
意
義
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
に

精
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会

会 

長　

 

小
林
健
郎

芸
術
祭
を
盛
上
げ

　
　
　 

さ
ら
な
る
精
進
を

白甕社展（荒井良二氏ワークショップ作品）白甕社展（荒井良二氏ワークショップ作品）

準大賞　鶴岡土曜会混声合唱団準大賞　鶴岡土曜会混声合唱団

大賞　白 甕 社大賞　白 甕 社
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次
世
代
育
成
の
取
り
組
み
に
感
謝
と
さ
ら
な
る
期
待

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
教
育
長　

 

布　

川　
　

敦

　

鶴
岡
の
秋
を
鮮
や
か
に
彩
る
鶴

岡
市
芸
術
祭
が
、
今
年
度
も
盛
会

の
う
ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
加
盟

団
体
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご

尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
だ
暑
さ
の
残
る
8
月
末
、
開
幕
式
典
の
会
場
と
な
っ
た

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
創
立
100
年
を
迎
え
た
白
甕
社
展

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
国
内
外
で
活

躍
す
る
本
県
出
身
の
絵
本
作
家
・
荒
井
良
二
氏
と
子
ど
も
た

ち
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
描
い
た
、
大
き
く
伸
び
伸
び
と
し

た
樹
が
出
迎
え
て
く
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
絵
筆

を
走
ら
せ
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
朝

日
祥
雲
御
山
太
鼓
の
皆
様
が
力
強
い
音
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に

響
か
せ
、
芸
術
祭
の
開
幕
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の
公
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、高
齢
化
に
伴
う
会
員
数
の
減
少
な
ど
、悩
み

も
多
い
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
多
く
の
団

体
が
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
に
、
子
ど
も

た
ち
の
出
演
や
展
示
、鑑
賞
な
ど
、芸
術
文
化
に
触
れ
る
様
々

な
機
会
を
創
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
多
く
の
経
験
と
感

動
を
積
み
重
ね
た
子
ど
も
た
ち
は
、
将
来
、
鶴
岡
市
の
芸
術

文
化
を
牽
引
す
る
存
在
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

熱
意
と
弛
ま
ぬ
ご
努
力
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
多
く
の
市
民
が
芸
術
文
化
に
親
し
み
、
心
豊
か

で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第19回鶴岡市芸術祭賞選考委員のみなさん令和６年度の芸術祭を振り返って
　

今
年
の
芸
術
祭
も
、
無
事
閉
幕
の
つ
ど
い
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
方
は
じ

め
選
考
委
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
円
滑
に
芸
術

祭
賞
が
決
定
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
40

公
演
47
団
体
の
公
演
・
作
品
に
ふ
れ
て
、
層
の
厚
さ

を
感
じ
弛
ま
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
事
に
感
服
い
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
な
る

活
力
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
、
今
後
も
な
お
一
層
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

鶴
岡
市
芸
術
祭
賞
選
考
委
員
長

後　

藤　

和　

夫

ミュージカル「蜂子の皇子物語～神様と友達になった夏休み～」
出羽庄内市民ミュージカル若手塾

第34回 庄内水彩展
庄内水彩画会

鶴岡吹奏楽団 第39回 定期演奏会
鶴岡吹奏楽団

優秀賞の３団体

後
藤　

和
夫

小
林　
　

功

梅
津　

芳
春

佐
藤
よ
し
子

佐
竹
美
津
子

布
川
美
與
子

五
十
嵐
悦
郎

難
波　

正
喜

岩
松　

美
代

村
山　

智
昭

阿
部　

由
利

柿
﨑　

泰
裕

藤
間
靜
貴
久

齋
藤
健
太
郎

佐
藤　

嘉
男

髙
山
千
代
子

田
中　

芳
昭

秋
山
か
お
る

榊
原　

賢
一

選
考
委
員
会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

小
林�

健
郎
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第
19
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
開

幕
式
典
が
、
8
月
31
日（
土
）

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
交

流
広
場
を
会
場
に
、
ご
来

賓
・
芸
術
文
化
団
体
関
係
者

な
ど
約
90
名
が
出
席
し
行
わ

れ
、
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
鳴

り
響
く
な
か
、
主
催
者
・
来

賓
代
表
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

祝
奏
と
し
て
朝
日
祥
雲
御
山

太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
力

み
な
ぎ
る
太
鼓
の
演
奏
が
披

露
さ
れ
、
芸
術
祭
の
幕
開
け

を
飾
り
ま
し
た
。

　

閉
幕
の
つ
ど
い
は
、
12
月
21

日（
土
）東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

を
会
場
に
、
皆
川
治
市
長
は
じ

め
、
来
賓
各
位
・
加
盟
団
体
か

ら
約
140
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
授
賞
式
で
は
、
布
川

敦
教
育
長
よ
り
受
賞
団
体
へ
芸

術
祭
賞
が
授
与
さ
れ
、
小
林
健

郞
会
長
が
主
催
者
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
大
賞
の
白
甕

社
の
齋
藤
拓
委
員
長
が
受
賞
者

代
表
挨
拶
を
行
い
、
準
大
賞
の

鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
に
よ

る
受
賞
記
念
の
合
唱
が
披
露
さ

れ
、
会
場
に
は
、
美
し
く
清
ら

か
な
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
和
や
か

に
歓
談
し
、
会
員
同
士
の
親
睦

交
流
を
深
め
る
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。

閉 幕 の つ ど い 12月21日 東京第一ホテル鶴岡

開 幕 式 典 8月31日 アートフォーラム

鶴岡土曜会による受賞記念公演

勇ましい「朝日祥雲御山太鼓」の祝奏

乾杯　尾形市議会議長 懇親会の様子

会場の様子

受賞者代表挨拶

祝辞　皆川市長

小林会長挨拶
テープカットで幕開け！

布川教育長より大賞授与
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●
9
月
1
日

●
中
央
公
民
館

●
8
月
28
日
～
9
月
8
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
9
月
8
日

●
中
央
公
民
館

鶴
岡
市
管
弦
楽
社
会
教
育
連
盟

白
甕
社

庄
内
な
つ
メ
ロ
会

　

鶴
岡
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
鶴
岡
バ
イ
オ
リ

ン
サ
ー
ク
ル
は
、
こ
の
度
、

初
の
市
芸
術
祭
参
加
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
3
月
に
開
か
れ
た

ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
優

秀
な
演
奏
を
し
た
児
童
生

徒
12
名
に
加
え
、
鶴
岡
ジ

ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
出

身
の
プ
ロ
ホ
ル
ン
奏
者
で

あ
る
「
深
澤
光
紀
」
さ
ん

の
ソ
ロ
演
奏
を
中
心
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
大
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
深
澤
康
之
）

　

白
甕
社
は
今
年
創
立
100

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
会
の
歴
史
が

観
賞
で
き
ま
す
よ
う
過

去
・
現
在
・
未
来
を
混
在

し
展
示
し
ま
し
た
。
会
員

一
般
167
点
、
特
別
展
示
と

し
て
会
に
貢
献
し
た
物
故

作
家
た
ち
81
点
、
高
校
在

学
中
に
白
甕
社
賞
受
賞
作

品
4
点
、
市
教
委
後
援
の

今
井
・
荒
井
両
氏
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
子
供
作
品

33
点
、
総
展
示
数
285
点
の

記
念
美
術
展
と
記
念
画
集

を
発
行
す
る
と
と
も
に
更

な
る
飛
躍
を
祈
念
し
終
了

し
ま
し
た
。（
五
十
嵐
千
惠
子
）

　

芸
術
祭
に
参
加
出
来
た

事
に
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

色
々
な
方
々
の
協
力
を
い

た
だ
き
私
共
な
つ
メ
ロ
会

は
、
9
月
初
旬
に
発
表
の

場
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

入
場
者
数
が
心
配
な
所

で
し
た
が
、
幕
を
開
け
て

ビ
ッ
ク
リ
！
お
客
さ
ん
も

予
想
よ
り
多
く
又
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。

　

鶴
岡
に
は
、
ま
だ
ま
だ

な
つ
メ
ロ
を
愛
す
る
人
の

多
さ
を
感
じ
た
所
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
頑
張
っ

て
行
く
所
存
で
す
。

�

（
菅
原
幸
一
）

歌
と
踊
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

　

第
36
回
公
演
「
翔
」、

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
耳
に
な

じ
ん
だ
曲
が
心
の
旅
へ
と

誘
っ
て
く
れ
る･･･

そ
の

様
な
公
演
が
で
き
、
多
く

の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
ま
し
た
。「
今
年
が

一
番
よ
か
っ
た
ね
！
」
と

言
い
な
が
ら
年
を
重
ね
て

き
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ

作
り
を
楽
し
み
、
素
敵
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

�
（
梅
津
芳
春
）

創
立
１
０
０
周
年
記
念
・
令
和
６
年
度

白
甕
社
美
術
展

●
10
月
20
日

●
中
央
公
民
館

山
形
県
大
正
琴
・
文
化
箏
愛
好
会

第
36
回
公
演

「
翔 

～
し
ょ
う
～

」 

心
の
旅
へ
の
誘
い

●
11
月
17
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

吉
続
舞
踊
学
園

　

行
事
の
多
い
中
を
沢
山

の
方
々
に
来
て
い
た
だ
け

て
、
う
れ
し
い
限
り
で
し

た
。
3
才
の
初
舞
台
の
子

供
か
ら
大
人
ま
で
、
実
に

変
化
に
と
ん
で
出
来
上
が

り
、
実
り
多
い
充
実
し
た

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
一
層
の
努
力
を
重

ね
て
、
生
徒
共
々
、
よ
り

高
み
を
目
指
し
て
練
習
を

重
ね
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

�

（
吉
續
正
義
）

良
い
舞
台
は
子
供
達
と
共
に

子
ど
も
の
世
界
の
み
ず
み
ず
し
さ
を

「
詩
と
音
楽
と
歌
声
で
」

●
11
月
3
日

●
中
央
公
民
館

鶴
岡
放
送
児
童
合
唱
団

　

公
演
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
364
名
の
入
場
者
が
27

名
の
団
員
達
に
エ
ー
ル
を

送
っ
て
く
れ
た
。

　

第
1
部
か
ら
第
3
部
は
、

小
品
や
日
本
の
著
名
な
作

曲
家
の
作
品
が
、
小
・
中

学
生
と
卒
団
し
た
高
校
生

の
年
齢
層
を
生
か
し
た
多

彩
な
ス
テ
ー
ジ
の
流
れ
と

な
っ
た
。
第
4
部
は
、
卒

団
す
る
中
学
3
年
生
達
4

名
が
主
役
を
務
め
、
合
唱

や
舞
台
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

照
明
が
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

な
世
界
を
創
り
出
し
見
応

え
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
と
な

っ
た
。�

（
伴 

和
香
子
）

初
め
て
の
市
芸
術
祭
参
加

特 別 参 加 公 演 3 団 体
＊芸術祭大賞を授賞後３年間は「特別参加」となります。
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第19回 鶴岡市芸術祭参加公演

●
9
月
22
日

●
中
央
公
民
館

●
9
月
14
日

●�

第
3
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ�

防
災
セ
ン
タ
ー

●
9
月
12
日
～
15
日

●
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
9
月
15
日

●
中
央
公
民
館

●
9
月
12
日
～
16
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

民
謡
・
民
舞 

さ
ゞ
波
会

田
川
民
話
の
会

温
海
芸
術
文
化
協
会

錦
心
流
琵
琶
全
国
一
水
会
鶴
岡
支
部

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
写
楽

　

悪
天
候
の
中
、
来
場
し

て
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は

初
心
者
会
員
4
名
を
加
え

て
の
発
表
会
だ
っ
た
の
で
、

不
安
と
期
待
の
公
演
で
あ

っ
た
が
初
心
者
会
員
も
よ

く
頑
張
っ
た
。
来
年
も
9

月
20
日
に
決
ま
っ
て
い
る

の
で
、
新
会
員
の
技
量
を

も
う
少
し
磨
い
て
御
来
場

の
皆
様
を
喜
ば
せ
た
い
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
民

謡
を
鶴
岡
か
ら
無
く
し
た

く
な
い
。
私
達
に
は
後
世

に
伝
承
の
使
命
も
あ
る
。

�

（
佐
藤 

睦
）

　
「
ん
だ
ば
、
語
て
み
っ

が
の
泉
町
宿
」
は
秋
の
気

配
感
ず
る
日
で
し
た
。
暑

い
暑
い
夏
を
の
り
越
え
懐

か
し
い
あ
の
頃
に
戻
り
、

お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
ま
し
た
。
今
回
は
封
書

に
て
ご
案
内
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
と
封
書
を

に
ぎ
り
持
っ
て
来
て
く
れ

た
り
、
ホ
ロ
リ
と
涙
が
出

そ
う
に
な
っ
た
と
の
感
想

も
あ
り
又
聞
か
せ
て
の
声

も
あ
り
会
員
も
有
難
く
満

足
終
了
の
公
演
と
な
り
ま

し
た
。�

（
帯
刀
春
男
）

　

あ
つ
み
作
品
展
は
、
9

月
12
日
よ
り
4
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
よ
り
、

作
品
種
類
は
少
な
か
っ
た

も
の
の
、
作
り
手
と
土
の

温
か
さ
を
感
じ
る
陶
芸
の

ほ
か
、
言
葉
選
び
や
文
字

の
書
き
方
か
ら
、
作
者
の

想
い
を
感
じ
る
俳
句
、
波

や
風
の
音
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
な
躍
動
感
と
細
部
に

ま
で
技
術
の
光
る
切
り
絵

が
展
示
さ
れ
、
心
豊
か
に

な
る
ひ
と
と
き
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

（
本
間
庸
枝
）

　

今
回
の
演
奏
会
は
、
初

舞
台
2
名
、
初
伝
・
教
師

免
状
者
の
披
露
、
酒
田
・

秋
田
の
近
隣
支
部
の
交
流

や
地
元
庄
内
地
方
の
物
語

を
取
り
入
れ
て
の
演
奏
が

あ
り
、
又
演
奏
曲
目
毎
に

物
語
の
筋
書
を
解
り
易
く

す
る
為
、
パ
ソ
コ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
字
幕

を
大
き
く
映
写
、
観
客
か

ら
好
評
を
得
て
、
幻
想
的

な
会
場
と
な
り
、
最
後
ま

で
席
を
立
つ
方
も
殆
ど
な

く
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。

�

（
市
川
清
治
）

　

今
年
の
写
真
展
も
成
功

裡
に
終
え
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
一
年
間
を
通
し
て

作
り
あ
げ
た
作
品
に
安
堵

と
同
時
に
来
年
度
に
向
け

て
の
意
欲
を
高
め
て
い
ま

す
。
秋
冬
春
夏
と
四
季
が

短
く
も
長
く
も
感
じ
な
が

ら
の
一
年
の
始
ま
り
で
も

あ
り
ま
す
。

　

写
真
の
内
容
も
写
楽
と

し
て
の
心
の
暖
か
さ
、
風

景
の
美
し
さ
な
ど
御
来
場

者
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
事

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

�

（
菅
原
健
一
）

フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
写
楽 

写
真
展
覧
会

余
韻
あ
る
幻
想
的
な
会
場

あ
つ
み
作
品
展

紙
芝
居
も
入
っ
た
昔
話
・

　
　
　
　

語
り
市
に
ど
う
ぞ

●
9
月
22
日

●
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

日
本
九
重
流
詩
吟
朝
暘
清
吟
会

　

発
表
会
を
重
ね
て
第
150

回
記
念
大
会
は
皆
様
に
支

え
ら
れ
、
老
若
男
女
和
気

藹
々
楽
し
く
朗
ら
か
に
終

始
し
た
。
特
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
成
は
見
易
く
わ
か

り
易
く
親
し
み
易
く
を
主

眼
と
し
た
。
朝
暘
清
吟
会

の
辿
っ
た
歴
史
を
平
成
前

期
中
期
後
期
に
分
類
し
好

き
な
詩
歌
に
挑
戦
し
御
製
、

和
歌
、
短
歌
、
俳
句
、
新

体
詩
等
を
発
表
。
そ
れ
ぞ

れ
の
練
習
の
成
果
が
現
れ
、

和
や
か
で
多
彩
な
発
表
で

し
た
。
更
に
幼
児
保
育
園

の
剣
舞
は
来
場
者
に
好
評

を
得
ま
し
た
。（
百
瀬
皓
州
）

第
百
五
十
回
記
念
大
会
へ
の
軌
跡

第
58
回 

さ
ゞ
波
会

民
謡
と
舞
踊
の
つ
ど
い
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県
の
博
物
館
文
化
財
活

用
課
と
の
「
有
形
・
無
形

の
文
化
財
情
報
を
若
者
世

代
に
伝
え
る
」
目
的
の
協

働
助
成
事
業
で
、
若
い
世

代
の
出
演
参
加
が
課
題
だ

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
余
波

が
残
る
中
、
出
演
参
加
者

募
集
に
苦
労
し
た
。
が
、

「
こ
ど
も
文
化
ク
ラ
ブ
」

や
、
関
係
者
の
力
で
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
ら
し
い
公
演

が
出
来
た
。
関
係
者
と
観

客
の
皆
様
に
深
く
感
謝
。

�

（
大
井
卓
磨
）

　

第
2
回
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス“
光
彩
”作
品
展
は
出

品
者
28
名
、
作
品
数
１6８
点
、

2
日
間
の
開
催
で
８6８
人
の

ご
来
場
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
の
試
み
で
星

の
パ
ネ
ル
制
作
体
験
を
実

施
し
会
期
中
展
示
し
て
頂

き
ま
し
た
。
ご
来
場
頂
い

た
方
々
か
ら
美
し
い
作
品

に
感
動
し
た
と
言
う
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
、
会
員
一

同
作
品
作
り
の
励
み
と
な

る
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
東
海
林
宏
子
）

　

毎
年
出
品
し
て
い
る
私

の
ふ
れ
あ
い
展
に
出
品
す

る
作
品
を
、
西
行
の
歌
か

ら
選
ん
で
二
尺
六
寸
の
横

書
の
作
品
を
昨
年
か
ら
製

作
し
て
い
た
の
で
、
42
周

年
の
仮
名
書
作
展
は
、
西

行
花
伝
と
山
家
集
か
ら
の

作
品
か
ら
と
思
っ
て
い
た

所
、
突
然
に
主
人
に
亡
く

な
ら
れ
て
、
芸
術
祭
の
参

加
作
品
は
偶
然
に
も
西
行

の
弔
い
の
歌
の
扇
面
の
作

品
に
し
ま
し
た
。
元
協
力

者
へ
の
作
品
群
で
し
た
！

�

（
阿
部
畊
雅
）

　

第
62
回
合
同
短
歌
会
が

開
催
さ
れ
41
首
の
応
募
、

当
日
35
名
出
席
、
41
首
の

歌
評
を
二
氏
よ
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
歌
会
は
和
気

藹
々
の
な
か
終
了
。
そ
の

後
、
東
山
昭
子
氏
の
講
話
、

短
歌
と
の
出
会
い
─
人

生
を
豊
か
に
生
き
る
、
資

料
に
よ
り
詳
し
く
学
ぶ
事

が
出
来
大
変
好
評
で
し
た
。

懐
か
し
い
短
歌
人
に
会
え

た
様
な
喜
び
を
感
じ
と
て

も
嬉
し
く
充
実
し
た
合
同

短
歌
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
稲
京
短
歌
会 

佐
々
木
秀
子
）

　

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
良

い
茶
会
日
和
と
な
り
ま
し

た
。
一
階
席
は
格
調
高
い

立
礼
卓
で
の
点
法
、
二
階

席
は
畳
で
の
点
法
座
と
し

趣
の
異
な
る
二
席
で
遠
州

流
茶
道
の
「
綺
麗
さ
び
」

を
表
現
い
た
し
ま
し
た
。

大
勢
の
お
客
様
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
ご
一
緒
出
来

ま
し
た
事
、
本
当
に
幸
せ

に
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
遠
州
流
茶
道
の
魅
力

と
お
茶
の
楽
し
さ
を
伝
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
堀 

宗
敬
）

　

会
を
重
ね
る
毎
に
演
奏

を
楽
し
み
に
来
て
下
さ
る

方
が
沢
山
お
ら
れ
る
こ
と

は
有
難
い
こ
と
で
す
。
琵

琶
と
長
唄
三
味
線
に
加
え

て
、今
回
は
秋
の
叙
情
溢
れ

る
心
に
染
入
る
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
演
奏
が
好
評
で
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
が

欠
席
と
な
り
、
全
員
揃
っ

て
継
続
し
て
い
く
難
し
さ

も
感
じ
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ

の
精
進
の
糧
と
し
て
、
今

後
も
ラ
イ
ブ
の
開
催
を
行

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
岡 

政
雄
）

●
10
月
13
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

出
羽
庄
内
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
若
手
塾

５
年
ぶ
り
の
タ
ク
ト
公
演

●
10
月
5
日
～
6
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス“
光
彩
”

希
望
の
光
に
思
い
を
馳
せ

●
9
月
29
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

遠
州
流
茶
道
山
形
支
部

「
綺
麗
さ
び
」の
遠
州
流
茶
会

●
9
月
27
日
～
29
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

一
東
書
道
会
鶴
岡
支
部�

畊
雅
会

西
行
の
山
家
集
と

西
行
花
伝
か
ら
扇
面
作
品
を
！

●
10
月
9
日

●
市
立
図
書
館

鶴
岡
市
合
同
短
歌
会

第
62
回
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会

●
10
月
13
日

●�

佳
興
堂

佳
興
の
会

第
４
回
佳
興
の
会
公
演

邦
楽
ラ
イ
ブ
Vol. 

18
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昨
年
は
、
市
芸
術
文
化
協

会
よ
り
賞
を
受
賞
し
、
今
年

は
全
員
が
特
段
と
力
を
入
れ

た
作
品
が
揃
い
展
示
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
四
季
に
渡
る
大

自
然
の
風
景
を
各
自
独
自
の

視
点
で
撮
っ
た
作
品
52
点
は
、

観
覧
者
の
皆
さ
ん
に
熱
意
と

感
動
を
伝
え
る
写
真
展
と
な

り
、
大
好
評
を
賜
り
盛
況
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
30
年
と
節
目
の

年
に
当
た
り
、
会
員
各
自
が

一
層
研
鑽
に
励
み
節
目
の
年

に
相
応
し
い
感
動
が
伝
わ
る

作
品
造
り
に
専
念
し
た
と
思

い
ま
す
。

　

会
員
が
独
自
の
テ
ー
マ
に

挑
戦
し
独
創
的
、
個
性
豊
か

な
作
品
を
展
示
し
て
、
観
覧

者
の
皆
さ
ん
に
情
熱
と
感
動

が
伝
え
ら
れ
る
発
表
会
を
め

ざ
し
て
精
進
し
ま
す
。

�

（
佐
藤
時
彦
）

　

第
61
回
各
流
派
合
同
い

け
ば
な
展
は
2
日
間
の
開

催
で
１
９
１
８
人
の
来
場

を
頂
き
ま
し
た
。
今
年
度

2
階
は
１
／
２
ス
ペ
ー
ス

の
展
示
と
な
り
ま
し
た
が
、

各
流
派
工
夫
を
凝
ら
し
、

個
性
の
あ
る
作
品
１43
点
が

出
瓶
と
な
り
ま
し
た
。
お

天
気
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
花
展
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
方
々
が
熱
心

に
お
花
を
見
て
い
る
姿
が

印
象
的
で
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。

�

（
古
流
松
應
会 

古
本
理
暁
）

　

今
回
の
演
奏
会
は
タ
ン

ゴ
音
楽
を
メ
イ
ン
に
【
情

熱
と
哀
愁
】
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
、
国
内
外
の
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
楽

曲
を
演
奏
。
沢
山
の
お
客

様
か
ら
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
客
演
奏
者
の
齋

藤
耕
基
さ
ん
（
チ
ュ
ー

バ
）、
小
野
寺
高
征
さ
ん

（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
の
素

晴
ら
し
い
演
奏
の
相
乗
効

果
で
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
、
演

奏
者
と
し
て
至
上
の
喜
び

で
し
た
。�

（
伊
藤 
聡
）

　

表
千
家
流
茶
会
に
お
越
し

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

史
跡
致
道
館
の
歴
史
と
風

情
の
あ
る
会
場
で
お
茶
を
頂

け
る
嬉
し
さ
と
共
に
和
服
姿

で
の
茶
道
人
口
の
多
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
と
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

戦
争
、
自
然
災
害
が
あ
る

中
で
雲
開
千
里
月
の
掛
け
物

の
よ
う
に
と
の
願
い
が
あ
り

ま
す
。
棗
の
作
家
が
能
登
半

島
出
身
で
義
援
金
を
お
願
い

し
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
賛

同
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

表
千
家
流
茶
会
開
催
に
あ

た
り
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
す

べ
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。�

（
日
向
宗
節
）

　

毎
回
展
示
会
場
と
し
て

使
用
し
て
い
る
中
央
公
民

館
大
視
聴
覚
室
の
す
ば
ら

し
い
環
境
で
、
各
自
が
か

わ
い
が
っ
て
い
る
盆
栽
が

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び

輝
き
、
晴
れ
舞
台
を
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

展
示
す
る
側
に
と
っ
て
こ

の
上
な
く
楽
し
い
展
示
会

で
し
た
。

�

（
上
林
節
男
）

●
10
月
13
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

荘
内
金
管
合
奏
団

た
く
さ
ん
の
お
客
様
の
前
で

●
10
月
17
日
～
19
日

●
中
央
公
民
館

鶴
岡
小
品
盆
栽
会

持
ち
込
み
樹
で
情
景
描
写

●
10
月
20
日

●
致
道
館

表
千
家
同
門
会�

山
形
県
支
部
庄
内
地
区

表
千
家
流
茶
会

（
雲
開
千
里
月
の
よ
う
に
）

●
10
月
23
日
～
27
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

庄
内
写
真
研
究
会

第
29
回

庄
内
写
真
研
究
会
写
真
展

●
10
月
19
日
～
20
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

鶴
岡
市
い
け
ば
な
６
流
派

第
61
回

各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展

　

平
成
6
年
、
書
道
愛
好

家
が
集
っ
て
、
鶴
岡
市
の

中
央
公
民
館
で
書
作
品
の

展
示
を
し
た
の
が
、
第
1

回
目
の
飛
雲
会
展
で
し
た
。

　

以
来
年
一
度
の
開
催
で

暗
中
模
索
し
な
が
ら
今
年

が
30
回
目
の
節
目
を
迎
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
当

初
の
メ
ン
バ
ー
は
一
人
し

か
居
り
ま
せ
ん
。
98
才
と

な
ら
れ
た
現
在
も
精
力
的

に
書
芸
術
の
真
髄
を
究
め

ん
と
す
る
至
誠
に
頭
が
下

が
り
ま
す
。

�

（
渡
部
飛
雲
）

●
10
月
24
日
～
27
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

書
道
研
究�

飛
雲
会

第
30
回
飛
雲
会
展
を
終
え
て
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如
月
会

　

昨
年
と
同
様
に
、
黒
川

能
伝
習
館
に
て
3
団
体
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
鶴
岡
五

雲
会
は
連
吟「
源
氏
供
養
」

と
仕
舞
4
番
。
庄
内
謡
曲

愛
好
会
は
連
調
「
天
鼓
キ

リ
」
舞
囃
子
「
紅
葉
狩
」。

観
世
流
羽
黒
水
曜
会
は
素

謡
「
女
郎
花
」
と
季
節
、

時
節
に
合
っ
た
番
組
に
な

り
ま
し
た
。

　

例
年
に
な
く
、
多
く
の

お
客
様
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
、
こ
れ
か
ら
も
一

人
で
も
仲
間
が
増
え
る
様
、

地
道
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

�（
庄
内
謡
曲
愛
好
会 

西
澤
雪
子
）

　

永
い
歴
史
を
刻
ん
だ
荘

内
神
社
で
過
ぎ
ゆ
く
秋
の

風
情
を
感
じ
つ
つ
、
茶
と

菓
子
で
心
豊
か
に
な
っ
て

頂
け
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。

　

和
敬
清
寂
の
言
葉
ど
お

り
の
空
気
が
流
れ
て
い
た

茶
会
で
し
た
。
ま
た
、
思

い
が
け
ず
近
頃
に
は
な
い

多
く
の
お
客
様
が
お
こ
し

下
さ
い
ま
し
た
。
一
同
、

嬉
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

�

（
富
樫
宗
冨
）

　

出
品
点
数
は
（
過
去
最

高
）
合
計
59
点
で
し
た
。

　

屏
風
、
掛
け
軸
4
～
50

号
、
色
紙
等
。
ジ
ャ
ン
ル

は
山
水
、
風
景
が
多
く
、

次
に
花
、
静
物
、
人
物
で

し
た
。

　

今
回
は
、
画
集
作
成
の

た
め
（
ラ
イ
ト
反
射
を
無

く
す
た
め
）
す
べ
て
の
額

の
ガ
ラ
ス
を
は
ず
し
ま
し

た
。

�
（
梅
本
幸
仙
）

　

今
年
の
公
演
は
、
私
共

も
楽
し
く
、
ま
た
来
場
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
も
楽
し

い
大
会
を
目
指
し
、
詩
吟

は
少
し
堅
苦
し
い
と
言
う

イ
メ
ー
ジ
を
取
り
気
楽
に

楽
し
い
会
に
し
た
い
と
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

3
時
間
半
と
長
い
公
演

と
な
り
反
省
点
も
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、
出
演
し
た

私
達
は
緊
張
し
な
が
ら
も

充
実
し
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

令
和
8
年
の
鶴
城
清
吟

会
50
周
年
に
向
け
、
な
お

一
層
研
鑽
を
重
ね
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
佐
藤
荘
州
）

　

今
年
度
も
、
あ
さ
ひ
産

業
文
化
ま
つ
り
の
開
催
期

間
に
合
わ
せ
て
、
朝
日
俳

句
・
川
柳
合
同
展
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

俳
句
部
門
で
は
、
今
回

も
小
中
学
生
か
ら
多
く
の

出
品
が
あ
り
、
合
同
展
の

出
品
点
数
が
２１4
点
あ
り
大

変
見
ご
た
え
の
あ
る
展
示

と
な
り
ま
し
た
。

　

俳
句
な
ど
を
通
し
て
、

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
追

い
求
め
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

�

（
佐
藤
照
子
）

●
10
月
27
日

●
荘
内
神
社
参
集
殿

裏
千
家
淡
交
会
庄
内
支
部
鶴
岡
地
区

“
秋
の
茶
会
”和
敬
清
寂

●
10
月
27
日

●
黒
川
能
伝
習
館

宝
生
流
鶴
岡
五
雲
会
・
庄
内
謡
曲
愛
好
会

宝
生
流
歓
世
流
合
同
謡
曲
大
会

●
10
月
24
日
～
27
日

●
中
央
公
民
館

如
月
会
水
墨
画
展

●
10
月
25
日
～
11
月
4
日

●�

朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

朝
日
俳
句
の
会

朝
日
俳
句
・
川
柳
合
同
展

●
10
月
27
日

●
中
央
公
民
館

日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
も
う

　

水
彩
画
の
魅
力
と
楽
し

さ
を
、
多
く
の
方
々
に
伝

え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。
大
き
な
作

品
と
小
さ
な
作
品
が
あ
り

ま
す
が
、
次
年
度
は
、
大

き
な
作
品
を
多
く
見
て
頂

け
る
よ
う
に
、
会
員
一
同

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
鈴
木
幸
治
）

●
10
月
29
日
～
11
月
4
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

庄
内
水
彩
画
会

第
34
回
庄
内
水
彩
展
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第19回 鶴岡市芸術祭参加公演

　

確
実
に
気
温
上
昇
に
よ

る
、
植
物
、
特
に
花
も
の

へ
の
影
響
が
あ
り
次
の
年

に
咲
く
花
芽
が
付
き
に
く

い
。
今
年
の
花
を
見
ず
に

早
め
に
切
っ
て
、
よ
う
や

く
次
の
年
の
花
芽
が
付
く

状
況
で
あ
る
。
秋
の
展
示

会
に
出
品
し
た
鉢
に
も
あ

っ
た
。
や
は
り
花
は
一
年

お
き
と
考
え
る
と
気
は
お

さ
ま
る
。
来
春
の
花
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。

�

（
岡
部 

誠
）

　

今
年
の
会
員
写
真
展
は

「
四
季
へ
の
誘
い
」、「
秋

田
内
陸
縦
貫
鉄
道
を
往

く
」、「
船
に
つ
い
て
考
え

た
」、「
山
岳
」
各
自
の
テ

ー
マ
ご
と
に
撮
影
し
た
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
な
作
品
36
点

を
展
示
し
た
、

　

観
覧
者
と
の
会
話
も
は

ず
み
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
事
が
で
き
た
し
、

来
年
に
向
け
て
の
撮
影
意

欲
が
沸
い
て
き
た
展
示
会

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
菅
原 

功
）

　

主
人
公
の
小
太
郎
は
、

不
運
の
子
と
し
て
生
ま
れ

て
も
、
自
分
の
人
生
を
受

け
と
め
る
。
常
に
自
然
界

に
襲
わ
れ
る
運
命
に
あ
っ

て
も
、
希
望
や
夢
を
諦
め

ず
生
き
ぬ
く
姿
を
、
多
様

な
場
面
で
描
く
。
舞
台
装

置
、
照
明
を
工
夫
し
、
民

話
の
面
白
さ
を
言
葉
、
小

道
具
等
で
盛
り
上
げ
た
。

人
間
の
哀
惜
を
雪
や
囲
炉

裏
、
場
面
の
心
情
を
多
様

な
効
果
音
で
生
か
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

�

（
佐
藤
正
一
）

　

今
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

幼
児
か
ら
大
学
生
ま
で
83

組
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
練
習
の
成
果
を
充
分

に
発
揮
し
、
今
こ
こ
で
し

か
奏
で
ら
れ
な
い
「
時
間

芸
術
」
を
演
奏
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

演
奏
者
の
励
み
や
飛
躍

の
場
と
な
り
、
そ
の
成
長

を
お
客
様
に
も
届
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
ま
た
指
導
者

の
更
な
る
向
上
を
目
標
に

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
阿
蘇 

路
）

　

鶴
岡
・
田
川
地
区
よ
り

の
保
・
幼
・
小
・
中
・
高

か
ら
の
応
募
作
品
が
昨
年

よ
り
多
く
、
約
８８０
点
の
展

示
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
年
ご
と
、
学
校
ご
と
、

高
さ
な
ど
、
見
や
す
い
展

示
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　

多
く
の
出
品
数
を
見
込

み
た
い
の
で
、
要
項
な
ど

配
布
時
期
を
早
め
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
（
山
本
良
伸
）

●
11
月
1
日
～
3
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

鶴
岡
書
道
会

第
76
回
荘
内
書
道
展
覧
会

●
11
月
7
日
～
10
日

●
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

写
団
は
ぐ
ろ

第
15
回

写
団
は
ぐ
ろ
会
員
写
真
展

●
11
月
8
日
～
10
日

●
中
央
公
民
館

鶴
岡
さ
つ
き
盆
栽
研
究
会

秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展

●
11
月
23
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

第
22
回
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
４

●
11
月
9
日
～
10
日

●
中
央
公
民
館

表
現
舎
刻
一
刻

龍
伝
・
小
太
郎

　
　

希
望
や
夢
を
諦
め
ず

　

3
年
ぶ
り
の
公
演
で
、

し
か
も
テ
ー
マ
が
“
認
知

症
”
と
い
う
事
で
、
興
味

の
あ
る
方
が
ど
れ
程
い
る

か
戦
々
恐
々
と
し
て
い
た

の
で
す
が
、
思
わ
ぬ
大
き

な
反
響
に
、
あ
り
が
た
い

想
い
で
す
。

　

今
回
は
他
劇
団
や
、
他

分
野
の
方
々
に
も
御
協
力

い
た
だ
き
、
横
に
も
つ
な

が
り
が
増
え
、
充
実
し
た

舞
台
に
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
待
っ
て
く
だ
さ
る

方
に
良
い
舞
台
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
来
年
も
が
ん
ば

り
ま
す
。

�

（
さ
と
う
ひ
で
き
）

●
11
月
23
日

●
中
央
公
民
館

劇
団
だ
い
こ
ん
座

雨
の
ち
く
も
り
、時
々
晴
れ
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大
勢
の
市
民
の
皆
様
の

ご
来
場
を
い
た
だ
き
「
こ

れ
ぞ
剣
聖
流
の
舞
」
を
主

題
に
20
の
舞
を
選
び
2
時

間
の
ス
テ
ー
ジ
を
一
緒
に

創
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

詩
舞
の
華
や
か
さ
と
剣

舞
の
勇
壮
さ
を
織
り
交
ぜ
、

解
説
時
に
は
映
像
１２０
コ
マ

で
舞
を
引
き
た
て
祝
舞
4

題
、
一
般
剣
詩
舞
10
題
、

構
成
舞
「
戦
国
絵
巻
・
川

中
島
の
戦
い
」
は
上
杉
謙

信
と
武
田
信
玄
の
戦
国
の

世
の
勇
姿
を
綴
り
ま
し
た
。

�

（
小
竹
郁
弥
）

●
11
月
24
日

●
中
央
公
民
館

剣
聖
流
剣
詩
舞
鶴
岡
剣
聖
会

観
客
席
と
ス
テ
ー
ジ
が
共
感
し
あ
い

第
24
回
定
期
演
奏
会

●
12
月
1
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

ス
イ
ン
グ
・
ク
レ
イ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

ア
カ
ペ
ラ
合
唱
曲
、
全

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全

国
大
会
演
奏
曲
に
続
い
て
、

鶴
岡
市
合
唱
連
盟
が
信
長

貴
富
氏
に
委
嘱
し
た
合
唱

曲
集
「
祝
福
あ
れ
」
を

演
奏
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

東
日
本
合
唱
祭
で
演
奏
し

た
曲
と
愛
唱
歌
を
集
め
て

「
歌
の
花
束
」
と
い
う
構
成

ス
テ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。

満
員
の
お
客
さ
ま
の
温
か

な
雰
囲
気
に
励
ま
さ
れ
て
、

渕
上
千
里
氏
の
ピ
ア
ノ
と

共
に
、
思
い
が
あ
ふ
れ
る

演
奏
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

（
佐
藤
大
吾
）

　

例
年
、
演
奏
会
に
は
多

く
の
皆
さ
ま
に
足
を
お
運

び
頂
き
、
メ
ン
バ
ー
一
同

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
定
期
演
奏
会
も

回
を
重
ね
る
こ
と
24
回
。

ジ
ャ
ズ
に
馴
染
み
の
な
か

っ
た
方
々
に
も
「
楽
し
か

っ
た
。又
来
年
も
来
る
よ
」

と
言
わ
れ
る
事
は
、
演
奏

者
冥
利
で
す
。

　

プ
ロ
の
ゲ
ス
ト
の
力
は

借
り
ま
す
が
、
良
い
演
奏

は
観
客
も
、
我
々
演
奏
者

も
至
福
の
時
間
で
す
。

�

（
橋
本
祥
造
）

　

今
回
は
ゲ
ス
ト
に
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝

経
験
を
も
つ
、
世
界
的
に

有
名
な
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏

者
の
ア
ン
ド
レ
・
ア
ン
リ

氏
を
お
迎
え
し
、
非
常
に

豪
華
で
華
や
か
な
ス
テ
ー

ジ
と
な
っ
た
。
馴
染
み
の

あ
る
映
画
音
楽
で
構
成
し
、

現
音
楽
監
督
の
小
塚
類
氏

の
指
揮
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ソ

ロ
で
披
露
し
た
。
出
演
者
、

聴
衆
と
も
に
、
満
足
度
の

高
い
演
奏
会
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。

�

（
大
場
輝
和
）

鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団

●
11
月
30
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

思
い
を
込
め
た
歌
の
花
束

素
敵
な
賞
状
を

     

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

! !

●
11
月
24
日

●
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

鶴
岡
吹
奏
楽
団

第
39
回
定
期
演
奏
会

～第19回鶴岡市芸術祭賞　受賞5団体の賞状～

　

毎
年
、
鶴
岡
市
芸
術
祭
賞
を
受
賞
さ
れ
た
団
体
の
皆
さ
ま

に
は
賞
状
が
授
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
鶴
岡
市
芸
術
祭
賞
の

賞
状
は
、絵
入
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
年
々

の
受
賞
団
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
素
敵
な
絵
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
賞
状
を
白
甕
社
の
佐
藤
定
雄
さ
ん
に
作
成

（
絵
、
文
字
共
に
）
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、第
19
回

の
賞
状
作
成
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

 

『
佐
藤
定
雄
さ
ん
、
30
有
余
年
の
長
き
に
渡
り
、
沢
山
の
団

体
の
皆
さ
ま
に
、
心
の
こ
も
っ
た
世
界
に
１
枚
の
素
敵
な
賞

状
を
お
届
け
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。』
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56
回
目
を
迎
え
た
く
し

び
き
文
化
祭
は
、
10
月
5

日
㈯
の
文
化
財
め
ぐ
り
を

皮
切
り
に
、展
示
部
門
、ま

な
び
ぃ
ス
テ
ー
ジ
と
予
定

通
り
に
実
施
さ
れ
た
。
文

化
財
め
ぐ
り
は
、
総
勢
19

名
で
寒
河
江
市
を
訪
れ
、

名
刹
慈
恩
寺
や
古
澤
酒
造

店
な
ど
を
見
て
回
り
見
聞

を
広
げ
た
。

　

11
月
1
日
㈮
～
4
日
㈪

㊗
ま
で
4
日
間
に
開
催
さ

れ
た
展
示
部
門
で
は
、
改

修
工
事
が
終
了
し
た
ホ
ー

ル
等
を
会
場
に
、
櫛󠄁
引
地
域
の
小
学
校
・
中
学
校
・
保
育
園
の

児
童
生
徒
の
絵
画
や
習
字
の
展
示
を
は
じ
め
、
福
祉
団
体
・
施

設
の
作
品
、
地
域
で
活
動
す
る
愛
好
家
の
書
や
ち
ぎ
り
絵
、
生

け
花
、
手
芸
・
工
芸
・
写
真

等
多
様
な
作
品
が
一
堂
に
会

し
、
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の

と
な
っ
た
。
今
年
は
、
櫛󠄁
引

の
偉
人
の
展
示
や
映
像
の
上

映
も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。

　

文
化
祭
の
最
後
を
飾
る
ま

な
び
ぃ
ス
テ
ー
ジ
は
11
月
10

日
㈰
に
開
催
さ
れ
、
特
別
出

演
の
土
曜
会
混
声
合
唱
団
も

含
め
て
10
団
体
約
１
５
０
人

が
出
演
し
、
熱
気
あ
る
ス
テ

ー
ジ
を
披
露
し
て
訪
れ
た
観

客
を
魅
了
し
た
。

（
く
し
び
き
文
化
祭
実
行
委
員
会
）

　

第
52
回
藤
島
芸
術
文

化
祭
で
は
、
作
品
展
示
、

民
話
の
語
り
、
合
同
茶

会
、
囲
碁
大
会
、
藤
島

芸
術
文
化
協
会
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発

表
会
で
は
、
芸
文
協
会

員
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
の

ほ
か
、
特
別
ゲ
ス
ト
と

し
て
、
酒
田
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
メ
ン

バ
ー
4
名
が
出
演
。
観

客
か
ら
は
惜
し
み
な
い

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
開
催
し

て
い
た
文
化
講
演
会
の
代
替
事
業
と
し
て
、
第
10５
回
明
治
ホ
ー

ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
東
田
川
文
化
記
念
館
で
開
催
。
日
本
屈
指
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
ギ
タ
ー
奏
者
・
マ
ン
ド
リ
ン
奏
者
に
よ
る
珠
玉
の

南
蛮
音
楽
に
、
観
客
は
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
35
回
ふ
じ
し
ま
音
楽
祭

に
は
、
新
た
に
1
団
体
が
初

出
演
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
世
代
の
出
演
者
と

観
客
が
一
体
と
な
り
、
あ
た

た
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
5
地
区
の
芸
術

祭
、
各
小
中
学
校
及
び
庄
内

農
業
高
校
の
文
化
祭
も
開
催

さ
れ
、
藤
島
の
芸
術
の
秋
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

（
ふ
じ
し
ま
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）

多
彩
な
芸
術
文
化
を
満
喫
！
藤
島
の
秋

ふ
じ
し
ま
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

●
10
月
11
日
～
11
月
23
日

●
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー 

ほ
か

作
品
展
示
・
発
表
会
・
音
楽
祭
・
明
治
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
『
羽
黒
芸
術
文
化
祭
』

が
11
月
2
日
か
ら
11
月

4
日
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
作
品
展
示
、
芸
能

発
表
、
囲
碁
・
将
棋
・

俳
句
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

作
品
展
示
は
羽
黒
体

育
館
ア
リ
ー
ナ
を
会
場

に
、
書
道
・
絵
画
・
写

真
・
手
芸
を
始
め
と
す

る
８4９
点
の
多
彩
な
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

大
人
だ
け
で
な
く
保
育

園
児
や
小
中
学
生
の
作

品
も
展
示
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
は
足
を
止
め
て
じ
っ
く
り
と

鑑
賞
し
て
お
り
、
親
子
連
れ
も
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

3
日
の
芸
能
発
表
会
は
羽
黒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

出
演
団
体
も
増
え
、
18

団
体
1２３
名
が
出
演
し
、
多

数
の
観
客
が
来
場
し
ま
し

た
。

　

新
し
い
分
野
の
発
表
と

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
た
発
表
に
、
会
場
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

�（
羽
黒
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会
）

作
品
展
示
・
芸
能
発
表
・
囲
碁
・
将
棋
・
俳
句
大
会

新
た
な
魅
力
発
見
～
羽
黒
芸
術
文
化
祭
～

令
和
6
年
度
羽
黒
芸
術
文
化
祭

●
11
月
2
日
～
4
日

●
羽
黒
体
育
館
・
羽
黒
コ
ミ
セ
ン 

ほ
か

文
化
財
め
ぐ
り
・
展
示
部
門
・
ま
な
び
ぃ
ス
テ
ー
ジ

櫛
引
、 

芸
術
の
秋

第
56
回 

く
し
び
き
文
化
祭

●
10
月
5
日
～
11
月
10
日

●
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

ほ
か
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あ
さ
ひ
産
業
文
化
ま

つ
り
が
10
月
25
日
か
ら

11
月
4
日
ま
で
の
日
程

で
開
催
さ
れ
、
作
品
展

示
、
芸
能
発
表
、
お
ま

つ
り
広
場
で
の
出
店
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
部
門
で
は
、

書
道
や
絵
画
、写
真
、俳

句
、川
柳
、生
け
花
、手

芸
創
作
品
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
個
性
豊
か

な
力
作
７３７
点
が
展
示
さ

れ
、
大
勢
の
方
々
が
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
日
で
あ
る
11
月
3
日
は
、
芸
能
発
表
部
門
と

し
て
８
団
体
10
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
と
も
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
力
の
こ
も
っ
た
発
表
に
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
こ
の
ほ
か
に
も
、

お
ま
つ
り
広
場
と
し
て
地
域

の
商
工
業
者
、
産
直
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る

出
店
も
あ
り
ま
し
た
。
朝
日

地
域
の
芸
術
文
化
活
動
の
成

果
や
地
元
産
業
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
実
り
の
秋

を
多
く
の
皆
さ
ん
が
満
喫
す

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
あ
さ
ひ
産
業
文
化
ま
つ
り

�

実
行
委
員
会
）

芸
術
文
化
の
秋
を
満
喫

令
和
６
年
度
あ
さ
ひ
産
業
文
化
ま
つ
り

●
10
月
25
日
～
11
月
4
日

●
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

ほ
か

作
品
展
示
・
芸
能
発
表
・
お
ま
つ
り
広
場

　

今
回
で
第
41
回
と
な

っ
た
温
海
文
化
祭
は
、

11
月
3
日
に
温
海
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ

ー
ジ
部
門
で
は
、
あ
つ

み
保
育
園
の
園
児
に
よ

る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
発

表
の
ほ
か
、
合
唱
、
楽

器
演
奏
、
空
手
の
形
、

詩
吟
、
ダ
ン
ス
な
ど
幅

広
い
分
野
の
演
目
が
あ

り
、
レ
ベ
ル
の
高
い
発

表
に
、
会
場
は
大
き
な

拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
、
俳
句
、
絵
画
、
生
け
花
、
切
り
絵
、
本
物

そ
っ
く
り
な
手
芸
や
工
作
な
ど
、
保
育
園
児
か
ら
高
齢
の
方
ま

で
技
の
光
る
作
品
が
並
び
、
昨
年
度
か
ら
復
活
し
た
お
茶
会
も
、

心
落
ち
着
く
空
間
と
し
て

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
今
回
は
、
温
海

地
域
の
中
学
生
を
対
象
に

実
施
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
に
参
加
中
学
生

に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
来

場
者
に
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

を
差
し
上
げ
た
り
、
一
緒

に
作
っ
た
り
し
て
世
代
を

超
え
た
交
流
も
生
ま
れ
ま

し
た
。

�

（
温
海
文
化
祭
実
行
委
員
会
）

作
品
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
お
茶
会

技
の
光
る
作
品
と
世
代
を
超
え
た
交
流

第
41
回 

温
海
文
化
祭●

10
月
19
日
～
11
月
3
日

●
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

 今後、当会HPでもご案内いたしますので、 

 ぜひご覧ください。 

エ
ス
モ
ー
ル
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
お
知
ら
せ

令和7年度 第20回鶴岡市芸術祭
「開幕行事」の開催について

　市町村合併により現在の鶴岡市が発足し、回を重ね
て開催されてきた鶴岡市芸術祭が、令和7年度は「20
回」の節目を迎えます。また、当会法人設立10年目
となり、その節目を記念し、来年度の鶴岡市芸術祭開
幕行事は、荘銀タクト鶴岡を会場に開催いたします。
式典挙行に併せ、ゲストをお招きしての講演・加盟団
体によるステージ公演、また、タクトエントランスへ
の作品展示等の内容で予定しております。多くの皆さ
まと共に、芸術祭開幕の喜びを分かち合える機会にな
る事を楽しみにしております！！

　

皆
さ
ま
、
エ
ス
モ
ー
ル
内
に
芸
術
文
化
団
体
等
向
け
の
作
品

展
示
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
今
回
ご

紹
介
す
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
、
生
け
花
や
盆
栽
、
絵
画
や
写
真

な
ど
、
行
き
交
う
人
た
ち
に
見
て
楽
し
め
る
作
品
を
気
軽
に
ご

鑑
賞
い
た
だ
け
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

は
、
エ
ス
モ
ー
ル
１
階
の
「
ヒ
カ
リ
の
広
場
」
奥
に
位
置
し
、

専
用
の
什
器
や
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
が
備
え
ら
れ
、

常
時
作
品
が
展
示
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
興
味
を
持
た
れ

た
団
体
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
は
今
年
で
開
館
か
ら
八
年
目
を
迎
え
ま
す
。

市
の
直
営
期
間
を
経
て
、
鶴
岡
市
開
発
公
社
と
鶴
岡
市
芸
術
文
化

協
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
文
化
会
館
の
管
理
、
運
営
・
事
業
企

画
業
務
を
担
い
始
め
て
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。「
地
域
と
共
に
あ

る
場
と
は
何
か
」
を
自
分
た
ち
に
日
々
問
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

た
く
さ
ん
の
方
々
の
か
ら
の
温
か
い
励
ま
し
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

懸
命
に
前
へ
と
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
12
月
、
地
方
団
体
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
す

る
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造
よ
り
「
地
域
創
造
大
賞
（
総
務
大
臣

賞
）」
に
選
出
さ
れ
た
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、

地
域
の
創
造
的
で
文
化
的
な
表
現
活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に

特
に
功
績
の
あ
っ
た
公
立
文
化
施
設
を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
今
回

受
賞
し
た
施
設
は
当
館
の
ほ
か
、
富
山
県
美
術
館
・
黒
部
市
美
術

館
・
岐
阜
県
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
サ
ラ
マ
ン
カ
ホ
ー
ル
・
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
の
計
5
施
設
で
す
。
当
館
の
受
賞
理
由
と
し
て
は
、
本

格
的
な
鑑
賞
事
業
、
商
店
街
や
他
施
設
と
連
携
し
た
映
画
祭
の
他
、

多
様
な
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、
支
援
の
必
要
な
方
へ
の
鑑
賞
支
援
事
業

の
取
り
組
み
な
ど
、
文
化
に
よ
る
新
た
な
交
流
を
創
出
し
た
点
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
、
劇
場
・
音
楽
堂
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
担
う
べ
き
役

目
は
時
代
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
文
化
芸
術

の
継
承
、
創
造
、
発
信
な
ど
、
本
当
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
こ
の
小
さ
な
地
域
の
一
文
化
施
設
に
託
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
重
責
を
感
じ
つ
つ
、
日
々
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
丁
寧
な
館

運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
の
自
主
事
業
で
は
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
・

芸
術
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
と
様
々
な
催
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
鼓
童
ワ
ン
・
ア
ー
ス
・
ツ
ア
ー2024

」
で
は
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
和
食�

～
日
本
の
自
然
、
人
々
の
知

恵
～�

」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し
て
鶴
岡
の
食
文
化

の
体
験
・
発
信
事
業
を
実
施
。
ダ
ン
ス
公
演
で
は
市
民
参
加
型
の

公
演
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
演
劇
と
い
っ

た
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
い
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
や
、
普
段
ホ
ー
ル
に
足
を
運
び
に
く
い
方
々
へ
向
け
芸

術
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
令
和
5
年
度
か
ら

取
り
組
み
始
め
た
障
害
者
支
援
事
業
と
し
て
鑑
賞
サ
ポ
ー
ト
公
演

も
継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
一
年
目
は
専
門
家
に
サ
ポ
ー
ト
に

入
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
二
年
目
は
地
元
の
福
祉
団
体
と
連
携

体
制
で
実
施
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
高
校
生

自
ら
が
自
分
た
ち
も
障
害
の
あ
る
方
に
音
楽
を
届
け
た
い
と
、
当

館
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
を
施
し
な
が
ら
生
徒
た
ち
の
力
で
コ
ン
サ

ー
ト
の
実
現
を
果
た
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
地
域
の

方
々
と
の
連
携
体
制
を
育
ん
で
い
る
最
中
で
す
。

　

改
め
て
、
今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
館
の
方
向

性
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
自
信
に
も
繋
が
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
今
後
も
み
な
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
地
域

に
愛
さ
れ
る
文
化
拠
点
と
な
る
よ
う
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

タ
ク
ト
つ
る
お
か
共
同
企
業
体　

係
長　

伊
藤�

玲
子2024.8. ４タクトのちいさな映画祭

（夏と夜と JAZZと）

2025.1.17 地域創造大賞授賞式

　

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
相
談
役
（
前

会
長
）
の
東
山
昭
子
氏
が
多
年
に
わ
た

り
芸
術
文
化
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
、

地
域
文
化
の
振
興
に
顕
著
な
ご
功
績
が

認
め
ら
れ
て
、
令
和
6
年
度
地
域
文
化

功
労
者
表
彰
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
24
日
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡
で

受
賞
を
祝
う
会
が
開
か
れ
、
関
係
者
約

180
名
が
出
席
し
、
芸
文
協
会
員
に
よ
る

日
本
の
伝
統
文
化
の
華
道
、
書
道
、
茶

道
と
吟
詠
の
三
道
吟
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
開
幕
、
東
山
前
会
長
の
ご
功
績
を

讃
え
、
受
賞
の
歓
び
を
皆
で
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。

～
地
域
に
愛
さ
れ
る
文
化
拠
点
を
目
指
し
て
～

東山昭子氏　地域文化功労者表彰祝賀会
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第19回 鶴岡市芸術祭協賛者芳名簿

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

�

は
担
当
者

第
19
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
協
賛
者
芳
名
簿

髙

橋

律

子

齋

藤
　

功

阿

部

睦

子

池　

田　

ま
り
子

伊　

藤　

千
弥
子

佐

藤

幸

恵

成

澤
　

綾

池

田

睦

子

小　

杉　

よ
し
子

布　

川　

美
與
子

菊

地

勝

春

上

野

玲

子

菊

地

勝

春

鈴

木

幸

治

工

藤

祐

吉

鈴

木

幸

治

市

川

清

治

朝

日

印

刷

荻　

原　

み
つ
子

加

藤
　

節

恩

田

宗

雄

恩

田

亨

子

佐

藤

美

咲

椎

名

和

子

笹

山

京

子

林
　

裕

子

岡　
　
　

眞
理
子

㈱
荘
内
日
報
社

杉
山
唱
随
堂

常

念

寺

荘
内
銀
行
鶴
岡
南
支
店

鶴
岡
ガ
ス
㈱

荘

司

令

子

岡　
　
　

眞
理
子

五
十
嵐　

枝　

美

荘
内
銀
行
本
店�

営
業
部

山

内

正

彰

大

江

秀

治

大　

江　

美
津
子

佐

藤

美

穂

キ
ク
パ
ー
ト
Ⅱ

梅

津

芳

春

石

田

窈

子

秋

葉

康

美

Ｊ
Ａ
鶴
岡
企
画
管
理
部

小
野
寺　

し
づ
子

堀

井

善

道

山

崎

香

枝

藤
島
芸
術
文
化
協
会

髙　

山　

千
代
子

渋　

谷　

小
夜
子

斎

藤

好

子

寒
河
江　

敏　

子

成

澤

恒

雄

齋

藤
　

隆

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
フ
ラ
メ
ン
コ
ス
タ
ジ
オ

羽
黒
芸
術
文
化
協
会

羽
黒
水
謡
会

丸

山

壽

身

羽
黒
町
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

櫛
引
芸
術
文
化
協
会

丸
岡
桐
箱
踊
り
等
保
存
会

遠　

藤　

晴
知
子

遠

藤

文

子

上　

野　

由
紀
子

通
所
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
猫
の
手

蛸

井
　

亨

朝
日
芸
術
文
化
協
会

齋

藤

健

一

渡

部

恒

平

か
た
く
り
会

朝
日
俳
句
の
会

㈱
ア
サ
ヒ
ニ
イ
ズ
マ

越
中
山
神
楽
保
存
会

コ
ー
ラ
ス
ぶ
な
の
森

渡

部

祐

子

温
海
芸
術
文
化
協
会

伊

藤
　

隆

本

間

庸

枝

山

口

園

枝

西
田
美
容
室

富
士
印
刷
㈱

渡

邉

ゆ

み

佐

藤

和

子

中

里

亮

子

佐　

藤　

よ
し
子

村

越

勝

子

尾

形
　

澄

高

橋

昭

子

田　

中　

百
合
子

㈱
ア
イ
デ
ィ
ア

高

橋

弘

光

山

口

園

枝

尾
形
サ
ー
ビ
ス
商
会

東

山

晄

子

粕　

谷　

紀
久
子

リ
ベ
ラ
ル
保
険
事
務
所

御

橋

公

子

加

藤

正

子

齋

藤

洋

子

佐
々
木　

秀　

子

佐
々
木　

秀　

子

佐

藤

年

繁

五
十
嵐　
　
　

多

丸

金

陽

子

五
十
嶺　

修　

美

斉

藤

美

子

池　

田　

い
と
子

阿

部
　

徹

大

川

京

子

梅

木

隆

子

佐　

藤　

萬
喜
子

阿

部

義

郎

阿　

部　

月
山
子

五
十
嵐　

千
惠
子

鶴
　

文
　

堂

サ
ト
ー
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

齋

藤

満

子

櫻

井

徳

喜

白

幡

順

子

樋　

渡　

美
智
子

五
十
嵐　

千
惠
子

齋

藤
　

拓

山

本

良

伸

玉

祥

堂

荘
内
三
菱
電
機
商
品
販
売
㈱

五
十
嵐　

美　

紀

鈴

木

多

一

佐　

藤　

富
美
子

佐

藤

泰

幸

遠

見

昌

圀

羽

田

明

美

渡

部
　

康

奥

山

恵

子

後

藤

登

美

遠

藤

浩

幸

葛

岡

幸

子

地

主
　

一

佐

藤

美

喜

本

間

靖

子

後　

藤　

ま
ゆ
み

佐

藤

圭

子

阿

部

律

子

田

中

恭

子

阿

部

畊

雅

佐

藤
　

泉

五
十
嵐　

千　

秋

菅

原

爽

雅

斎

藤

彩

雅

上

林

節

男

大　

川　

厚
太
郎

島

田

節

子

高

橋

節

子

池

田

義

和

阿

部

敦

三

加

藤
　

忠

大　

井　

真
志
雄

伊

藤

雄

介

後

藤

千

尋

梅

本

幸

仙

耕

美

堂

上

野

純

子

佐

藤

一

広

小

澤

紀

美

モ
ー
ド
サ
ロ
ン
京

㈲
朝
日
環
境
衛
生

三

浦

尚

子

三

浦

恒

祺

小

澤

敏

一

髙

橋

栄

子

鹿　

野　

喜
美
子

佐

藤

典

子

後

藤

慶

子

後

藤

徳

洋

佐

藤

時

彦

エ
ン
ジ
ェ
ル
写
真
館

南

岳

寺

大
川
家
具
店

佐

藤

時

彦

岡

部
　

誠

斎　

藤　

千
代
子

五
十
嵐　

勝　

美

菅

原

健

一

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
森
お
か
ざ
き

渡

部

飛

雲

長

南

君

子

㈲
廣
工
務
店�

㈱
丸
元
建
設

布　

川　

美
與
子

広

盛

堂

㈲
結
城
包
装

す
こ
や
か
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

㈱
ナ
カ
ザ
ト

㈱
ひ
ま
わ
り

Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｅ

び
よ
う
紅
家

今　

野　

ひ
と
み

本

間

眞

子

佐

藤

祥

子

後

藤

由

美

佐

藤

富

子

百

瀬

陽

子

川

上

美

紀

新

野

啓

子

佐

藤

恵

美

佐　

藤　

ま
ゆ
み

丸

山

裕

子

東
海
林　

宏　

子

丹

下

洋

子

佐

藤

富

子

小
山
内　

タ
ミ
子

加

藤

節

子

高

山
　

環

加

藤

真

澄

加
賀
山　

捷　

三

阿

部

信

矢

丸

山

道

子

渋

谷

幸

子

斎

藤

禮

子

太　

田　

や
よ
ひ

㈱
渡
会
電
気
土
木

佐　

藤　

美
和
子

佐

藤
　

晃

久

保

雄

三

石

川

勝

雄

三

矢

正

士

鈴

木
　

純

山

村
　

肇

佐

藤
　

晃

高

橋

理

香

佐

藤

明

美

高

橋

理

香

渡

部

滋

人

渡

部

滋

人

安

達

正

一

西

澤

雪

子

西

澤

雪

子

岡
　

政

雄

岡
　

政

雄

小

澤
　

望

山

澤

昭

彦

大

滝

知

子

軸

屋

淑

子

㈱
エ
ス
パ
ー

伊　

藤　

眞
美
子

藤　

間　

靜
貴
久

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
つ
る
や

さ
と
う
で
ん
き

仁
三
郎
旅
館

豊

田

悦

子

今

井

朋

子

千

川

貴

楽

日
本
舞
踊　

千
川
流

千

川

京

紅

長
谷
川　
　
　

好

菅

原

郁

子

齋

藤

も

と

千

川

京

月

佐

藤
　

睦

佐

藤

芳

恵

佐

藤

節

子

佐

藤
　

睦

佐

藤

勇

治

諏

訪

節

子

山　

下　

美
恵
子

成

沢

正

男

佐

藤
　

久

渡

部

美

保

薮

田

和

子

志　

田　

伊
津
子

今

野

政

幸

斎

藤

勇

三

佐

藤

重

彰

菅

原
　

卓

今

野

政

幸

佐

藤
　

郁

高

橋

邦

子

伊

藤

ゆ

き

板　

垣　

千
津
子

難

波

一

幸

渋

谷

廣

之

阿　

部　

シ
ズ
子

斎　

藤　

喜
美
子

佐

藤

洋

子

豊

田

結

子

佐

藤

高

子

石

澤
　

宏

山

本

和

夫

伊　

藤　

喜
久
男

照

井

和

直

斎

藤

正

毅

上

野
　

覚

大

川
　

惇

佐

藤

兼

三

木　

村　

満
喜
子

大

沢

政

井

佐

藤
　

謙

松

本

歓

洲

加

藤

康

子

佐

藤

泰

彦

佐

藤
　

謙

佐

藤

信

義

鶴

見

幸

雄

長
谷
川　

慶　

子

榎

本

富

子

吉

田

俊

雄

佐

藤

克

彦

真
薬
堂
薬
局

佐

藤

政

一

長

南

泰

子

佐

藤

芳

弘

榎

本

澄

子

草

島

和

夫

小

池

陽

一

佐

藤

知

惠

甚

田
　

勉

甚

田

治

美

魚　

住　

三
江
子

多

田

修

二

多

田

長

子

永

原

英

子

剱　

持　

嘉
代
子

村

田

恒

井

齋　

藤　

と
も
子

菅

原

智

恵

阿　

部　

美
智
子

板

垣

圭

子

佐

藤
　

壽

粕　

谷　

き
よ
子

藤

森

慶

子

百

瀬

健

治

佐
太
木　
　
　

実

菅　

原　

つ
な
子

百

瀬

健

治

大

川

幸

雄

丸

山

淳

一

佐

藤

和

子

小

竹

郁

弥

吉

住
　

節

萬

年

京

子

菅　

原　

恵
美
子

小

羽

和

子

鈴

木

富

子

丸

山

二

三

武

谷

美

恵

阿　

達　

美
也
子

服　

部　

喜
美
子

丸

山

芳

子

佐

藤

祐

三

佐

藤

和

子

佐　

藤　

久
美
子

帯

刀

春

男

帯

刀

春

男

石　

田　

智
弥
子

帯　

刀　

と
く
子

大

滝

友

子

工

藤

節

子

鈴

木

和

夫

鈴

木

礼

子
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難

波

恵

春

木

村

翠

葩

菅

原

徳

萠

渡

部

薫

峰

五
十
嵐　

彩　

艶

佐

藤

豊

純

阿

部
　

剛

本

間

賀

苑

㈲
イ
ガ
ラ
シ
住
建

㈲
五
十
嵐
陶
器
店
東
北
建
材
部

さ
と
う
生
花
店

犬

塚

医

院

ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ（
ア
ン
ダ
ン
テ
）

㈲
本
間
設
備
工
業

大

瀧

昌

桂

我

妻

草

朱

澤

田

水

光

布

川

珀

翠

本

間

京

子

眞

田

鶴

声

白

旗

静

梢

本

間

賀

苑

加

藤

香

葉

小

野

美

香

佐

藤

純

香

加

藤

千

香

柴

田

和

彦

梅

木

紀

苑

小

林

由

苑

小

林

清

苑

本

間

智

子

柴

田

志

保

佐

藤

の

り

今

野

芳

明

冨

樫

秀

月

㈲
阿
部
園
芸

身

　

楽

佐

藤

瑞

子

菅

原

紀

子

前　

川　

美
代
子

前

田

喜

代

五
十
嵐　

孝　

子

黒

井

京

子

難

波

恵

子

伊

藤

佳

子

若　

松　

え
り
子

菅

野

愛

子

百

瀬

香

織

柴　

田　

八
重
子

工　

藤　

ふ
じ
子

冨　

樫　

美
知
子

中

野

美

千

中

野

美

千

庄

司

和

子

斎

藤

昌

子

坂
　

冨

子

阿　

部　

和
賀
子

庄

司

和

子

菅

原

幸

一

佐

藤
　

通

石

井
　

博

佐

藤
　

俊

佐

藤

孝

子

菅

原

広

昭

佐

藤

直

士

余

語

米

美

日

向

千

恵

ふ
み
や
文
具
店

渡

部

宮

子

武
藤
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

渡

部

宮

子

髙

橋

京

子

安

野

秀

紀

難

波
　

秀

本

間

敏

子

香

焼

ル

リ

大

沼
　

龍

後

藤

和

夫

斎

藤

薬

局　

後　

藤　

由
美
子

難

波

正

喜

佐

藤
　

浩

佐

藤

友

志

茂

木

正

嗣

難

波

宮

子

難

波

正

喜

遠

藤

直

樹

池

田
　

肇

渋

谷

俊

美

事

務

局

鶴
岡
市
金
融
協
会

鶴
岡
地
区
医
師
会

小
池
動
物
病
院

菅
原
建
設
㈱

鶴
岡
幼
稚
園

㈱
ミ
ウ
ラ
カ
ー
ズ
・
ワ
ン

㈱
齋
藤
商
会

大
山
保
育
園

大
山
石
田
屋

し
な
織
創
芸
石
田

石

田
　

雄

石　

田　

喜
美
子

石

田

行

子

難

波

蔵

義

難

波

洋

子

阿

部

武

美

白

幡

政

一

榊　

原　

和
佳
子

熊　

坂　

め
ぐ
み

大　

原　

年
美
子

安

達

慶

子

菅

原

幸

枝

田

村

圭

子

浅

賀

千

春

岩

松

美

代

石

塚

宗

賀

池

田

宗

秋

臼

井

寿

客

斉

藤

双

梨

菅

原

寿

珀

佐

藤

宗

倞

斎

藤

清

華

飯

野

宗

裕

堀
　

宗

敬

㈱
ト
キ
ワ
屋

阿

部

宗

洋

五
十
嵐　

宗　

輝

堀
　

宗

敬

堀
　

隆

邦

菅

原

宗

柳

木

村

宗

由

黒
羽
根　

宗　

杉

伊

藤

宗

苗

中

村

宗

由

佐　

藤　

ま
り
こ

長

南
　

楓

水

野

宗

澄

古

本

理

曉

み
う
ら
生
花
店

木
根
淵
医
院

扇

寿

司

フ
ァ
ン
シ
ー
フ
ラ
ワ
ー

荘
内
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

し
き
ふ
ら
わ
ー

山

田

理

和

木
根
淵　

理
由
美

古

本

理

曉

長
谷
川　

理　

芳

中

村

理

泰

蘆

野

裕

士

工

藤

理

薫

松

田

理

初

阿

部
　

剛

鶴
岡
印
刷
㈱

松
文
産
業
㈱

ご
ひ
ら
生
花
店

鈴

木

豊

苑

宮　

田　

眞
由
美

白

幡

鶴

芳

森

田

芳

春

高

田

翠

麗

浅

谷

光

舟

長
谷
川　

豊　

玲

阿

部

華

秋

恩

田

知

子

大

井

卓

磨

伊　

藤　

裕
美
子

早

坂

り

か

大

井

卓

磨

佐

藤

絋

二

髙　

山　

千
代
子

竹

内

天

斗

手

塚

裕

美

熊

田

広

務

清

原

花

子

手

塚

裕

美

長
谷
川　

洋　

子

山

口

千

鶴

富

樫

宗

冨

裏
千
家
淡
交
会

地

主

茶

店

河

野

印

刷

遠
　

州
　

屋

尾
　

川
　

園

小

林

宗

健

富

樫

宗

冨

阿

部

宗

充

森
　

宗

博

佐

藤

宗

温

今

間

宗

圭

小

林

宗

節

長
谷
川　

宗　

玲

伊

藤

宗

智

鎌

田

宗

英

村

上

宗

真

加

藤

宗

星

成

田

宗

美

荘

内

神

社

日

向

宗

節

三

浦

宗

椿

本

間

宗

風

高

橋

宗

山

日

向

宗

節

武

田

宗

令

菅

原

宗

雪

倉

部

宗

芳

佐

藤

宗

倞

さ
さ
美
容
室

上
野
鉄
工
所

小

泉

宗

泰

伊

藤

宗

仁

菅

原

宗

輪

小

い

け

佐

藤

宗

芙

村

山

智

昭

門

村

則

幸

㈲
山
形
新
聞
鶴
南
専
売
所

吉

續

正

義

美
容
室
あ
さ
を

寛

明

堂

グ
ラ
ン
ド
エ
ル･

サ
ン

オ
レ
ン
ジ
カ
ン
パ
ニ
ー

羽

陽

印

刷

五
十
嵐
歯
科
医
院

日

進

堂

㈱
鶴
岡
ス
ズ
キ

㈲
伊
藤
フ
ラ
ワ
ー

や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
山
岳
会

㈱
尾
形
ホ
ー
ム

五
十
嵐　
　
　

勇

佐

藤

庸

子

三

井

照

代

廣

井

み

き

竹

田

隆

子

佐　

藤　

し
お
り

菅

原

和

子

伊

藤

孝

子

菅

澤

美

鈴

高　

村　

喜
美
子

平

田

幸

江

伊　

藤　

久
美
子

マ
カ
マ
エ
工
房

伊　

藤　

久
美
子

地

主

裕

子

地

主

道

子

池
田
法
律
税
務
事
務
所

佐　

藤　

千
佳
子

眞

田
　

優

眞

田

圭

子

大

舘

一

治

劇
団
い
で
は

佐

藤

秀

樹

佐

藤

紀

子

佐

藤

重

子

佐

藤

正

一

難　

波　

み
ち
子

三

浦

陽

子

巌

見

励

子

山

田

節

子

渡

辺

信

子

清

水

秀

一

清　

水　

明
智
子

佐　

藤　

ア
サ
子

沼　

尻　

眞
智
子

佐

藤

大

吾

㈱
五
十
嵐
工
業
所

㈲
畑
田
鐵
工
所

三

井

病

院

エ

ル

ム

小

池

商

店

㈱
山
口
工
務
店

村

孫

五
十
嵐
豊
子

㈱
大
山
機
械

秋
山
鉄
工
㈱

伴　
　
　

和
香
子

皆
川
庄
吉
商
店

シ
ョ
ッ
プ
か
と
う

㈱
井
上
リ
ー
ス
商
事

伴

顕

伴
　

兼

一

井

上

静

子

阿

蘇
　

路

中　

山　

美
知
子

本

間

ゆ

き　

阿

蘇
　

路

阿

部

愛

美

乙

坂

美

香

和

田

淑

子

澤

谷

史

織

橋

本

祥

造

高

橋

多

喜

株
式
会
社　

燦

佐　

藤　

せ
つ
子

大

場

輝

和

佐

藤
　

右

深

澤

康

之

加

藤
　

典

土　

門　

眞
知
子

齋　

藤　

百
合
子

加

藤
　

聡

加

藤

育

子

伊

藤
　

聡

加

藤

重

子

特定非営利活動法人

鶴岡市芸術文化協会への加盟のご案内
　鶴岡市の芸術文化活動の輪が、更に大きく広がることを望み、
芸術・文化活動をされている団体の新規加盟を募集しています。

《加盟によるメリット》
○主催事業についての周知及び活動発表の場の提供
○芸術祭参加事業における施設の予約調整及び使用料の減免
○芸術祭参加公演団体へ助成
　❖年会費　団体　５，０００円
　❖入会についてのお問合せは、下記事務局へご連絡ください。

https://tsuruoka-geibun.or.jp

特定非営利活動法人  鶴岡市芸術文化協会事務局
〒997-0346 鶴岡市上山添字文栄100番地 鶴岡市櫛引庁舎内
Tel 0235-57-2008   Fax 0235-64-0515
E-mail：tsurugeibun@tiara.ocn.ne.jp

トップ画面の
QRコード

協
賛
者
の
皆
様
へ

　

芸
術
祭
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆
様
よ
り

多
く
の
協
賛
金
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
衷

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
共
一
層
の
ご
協
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和６年度 こども文化クラブ事業 実施状況
会　　場 回数 人数 分　　野

中央公民館 4 33 ステンドG・華道
上郷地区放課後子ども教室 9 110 ステンドG・文化箏・尺八・茶道
豊浦地区（三瀬）放課後子ども教室 7 78 ステンドG・文化箏・茶道・華道
豊浦地区（由良）放課後子ども教室 10 100 ちぎり絵・文化箏・ミュージカル・フラダンス・茶道
湯野浜小学校放課後子ども教室 8 173 短歌・造形・ちぎり絵・ステンドG・茶道・華道
おおやま放課後子ども教室 5 94 短歌・茶道・華道
西郷地区放課後子ども教室 4 126 絵画・ステンドG・茶道
ねすがせき放課後子ども教室 7 92 ちぎり絵・合唱・茶道・華道

合　　　計 54 806 12分野

　次世代を担う子どもたちの育成支援の取組みとし
て、今年度も市の助成を受けて「こども文化クラブ
事業」を実施しました。芸文協加盟団体の協力によ
り講師を派遣し、中央公民館や各地域放課後子ども
教室と連携しながら、様々な芸術文化体験の機会を
提供することが出来ました。地域の文化祭等で作品
を展示したり、舞台に上がったりし、多くの方から
見てもらい、がんばりを認めてもらうことで子ども
たちの大きな自信へとつながっています。

令和令和66年度年度 こども文化クラブ事業報告こども文化クラブ事業報告次世代の育成支援次世代の育成支援

　

第
19
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
で
の
、
多
く
の
感
動
と

ワ
ク
ワ
ク
感
が
詰
ま
っ
た
広
報
を
お
届
け
で
き
ま

す
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
原
稿
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
皆
々
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
本
会
に
と
り
嬉
し
い
こ
と
が
二
つ
も
あ

り
ま
し
た
。
東
山
前
会
長
の
受
賞
と
タ
ク
ト
が
受

賞
で
き
た
こ
と
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
20
回
の
節
目
と
な
る
来
年
に
は
更
な
る
希
望

と
感
動
を
期
待
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

（
髙
山
千
代
子
）

～　尺　八　～

～ 和紙ちぎり絵 ～

～　合　唱　～

～　茶　道　～

～　華　道　～

～ 芸能のつどい ～

～ フラダンス ～

～　絵　画　～

上
郷
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室

●
上
郷
小
学
校
１
年　
さ
い
と
う
こ
う
の
す
け

湯
野
浜
小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室

　

●
湯
野
浜
小
学
校
３
年　
五
十
嵐
　
陽
永

ね
ず
が
せ
き
放
課
後
子
ど
も
教
室

　

●
鼠
ヶ
関
小
学
校
５
年　
長
畑
　
志
子

豊
浦
地
区（
三
瀬
）放
課
後
子
ど
も
教
室

●
豊
浦
小
学
校
２
年　
白
幡
　
楓
人

お
お
や
ま
放
課
後
子
ど
も
教
室

　

●
大
山
小
学
校
２
年　
田
澤
　
想
太
郎

●
上
郷
小
学
校
３
年

　 

石
塚
　
想
乃

豊
浦
地
区（
由
良
）放
課
後
子
ど
も
教
室

　

●
豊
浦
小
学
校
３
年　
佐
藤
　
恵
麻

西
郷
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室

　

●
西
郷
小
学
校
３
年　
阿
部
　
ひ
か
り

　

し
ゃ
く
は
ち
を
や
っ

て
み
て
、
音
を
出
す
の

が
む
ず
か
し
か
っ
た
で

す
。
だ
け
ど
「
ふ
く
と

こ
ろ
に
口
を
近
づ
け
る

と
い
い
よ
」
と
お
し
え

て
も
ら
っ
て
ふ
い
た
ら

ふ
け
ま
し
た
。
し
ゃ
く

は
ち
が
お
も
し
ろ
く

て
、
二
年
に
な
っ
て
も

や
り
た
い
で
す
。

　

2
回
目
の
ち
ぎ
り
絵

だ
っ
た
け
ど
、
き
ん
ぎ

ょ
は
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。
と
く
に
、
し
っ

ぽ
や
ひ
れ
の
と
こ
ろ
が

む
ず
か
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
ち
ぎ
り
絵
が

あ
っ
た
と
き
は
、
み
か

ん
の
ち
ぎ
り
絵
が
い
い

で
す
。
ま
た
や
り
た
い

で
す
。

　

み
ん
な
と
一
緒
に

色
々
な
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
特
に
、
ト
ト
ロ
の

散
歩
や
ド
レ
ミ
の
歌
を

体
を
動
か
し
て
歌
っ
た

こ
と
や
、
私
の
好
き
な

「
語
り
合
お
う
」
を
歌

っ
た
こ
と
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。
み
ん
な
で
息

を
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と

が
難
し
か
っ
た
で
す
。

　

お
茶
を
ま
ぜ
る
時
は

た
だ
ま
ぜ
る
の
で
は
な

く
、
手
首
を
つ
か
っ
て

あ
わ
が
ぜ
ん
た
い
に
ひ

ろ
が
る
ま
で
お
茶
を
た

て
ま
し
た
。
き
れ
い
な

あ
わ
が
ひ
ろ
が
っ
て
自

分
で
は
上
手
に
で
き
た

と
思
っ
た
け
れ
ど
、
お

茶
は
に
が
か
っ
た
で

す
。

　

12
月
に
い
け
ば
な
を

し
ま
し
た
。
花
は
ス
プ

レ
ー
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
コ
チ
ア
、
シ
ノ
ブ

ヒ
バ
の
三
種
類
で
、
緑

と
赤
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

色
で
き
れ
い
で
し
た
。

玄
関
に
か
ざ
り
、
家
の

人
か
ら
ほ
め
ら
れ
て
何

日
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

習
っ
た
曲
の
中
で

一
番
好
き
な
曲
は

「
海
」
で
す
。
理
由

は
、
わ
た
し
が
夏
生

ま
れ
で
海
が
大
好
き

だ
か
ら
で
す
。
海
を

想
像
し
な
が
ら
ひ
く

と
、
気
分
が
よ
く
な

っ
て
い
や
な
こ
と
も

わ
す
れ
ら
れ
ま
す
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
と
て

も
楽
し
い
活
動
で
す
。

と
て
も
大
す
き
で
す
。

み
ん
な
と
お
ど
る
こ
と

も
と
て
も
す
き
で
す
。

お
ど
る
と
き
に
み
ん
な

に
あ
わ
せ
る
の
が
む
ず

か
し
い
け
れ
ど
歌
も
と

て
も
す
て
き
で
い
い
歌

だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
番
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
は
、
シ
ー
ル
の
上

か
ら
絵
の
具
を
ぬ
っ
た

こ
と
で
す
。
シ
ー
ル
を

は
が
し
た
あ
と
に
、
さ

い
し
ょ
に
ぬ
っ
た
ク
レ

ヨ
ン
が
見
え
て
、
ぐ
る

ぐ
る
の
も
よ
う
が
き
れ

い
に
で
き
た
の
で
よ
か

っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。




